
【事業名】地域自然資源開発センター設立事業
（大阪府能勢町） 【団体名】能勢の里山活力創造推進協議会

令和5年度 生物多様性
保全推進支援事業
実績報告書別紙10－6

地域循環共生圏を構築し、次代を担う子供たちが自然に親しみ、森林や環境問題に対する確かな理解を深める取組をすすめるための活動を
実施してきた。この活動の発展性、持続性、自立性のためには、地域、民間で主体的に活動を推進する基盤づくりや活動を発信していくため
の広域的なバックアップ体制、事業の企画立案と活動資金づくりなどコーディネートする拠点が必要である。その活動拠点として令和6年度に
「（仮称）能勢町地域自然資源開発センター」を設置することをめざし、令和4年度から令和5年度の2年間、準備期間として事業を展開する。

里山デイキャンプを開催し吹田市、豊中市、能勢町の児童合計113名が参加した。次世代の担い手となる子どもに能勢の生物多様性資源の重要性を伝え

ることができ、人と自然のふれあいの場の提供等を通して次世代人材の育成を図ることができた。都市住民と里の交流が進むことで、自然環境に対する理
解が深まり、生物多様性を守るための行動が増えていくこと考えている。

また、能勢町地域自然資源開発センターの設立準備事業にて里山デイキャンプの運営を委託することで、事業の企画立案と活動資金づくりなどコーディ
ネートする拠点を設置する土台ができた。
交付金事業終了後についても令和6年度に設立予定である「（仮称）能勢町地域自然資源開発センター」が「能勢町版レッドリスト（能勢の大切にした

い生きもの）」をもちいた「里山デイキャンプ」や里山資源の維持、利活用の推進、能勢町の魅力を発信等 事業に取り組むことで、地域、民間で主体的に
活動を推進する基盤づくりや活動を発信していくための広域的なバックアップ体制、事業の企画立案と活動資金づくりなどコーディネートする拠点として
いく予定。

ア グリーンツーリズム振興事業
街(吹田市・豊中市)と里(能勢町)の子

ども達が一堂に会し、交流する「里山デ
イキャンプ」を開催。

イ 能勢町地域自然資源開発センターの設立準備事業
（里山デイキャンプの運営委託）

     ・グリーンツーリズム振興事業「里山デイキャンプ」のプログラムを
提案・実施。

・会場準備。
・実施にかかる交通手段やスタッフ、ボランティア、看護師の調整。
・チラシ、しおりの作成。
・参加者を決定するための調整、決定後の連絡。
・保険、昼食、その他必要となるものの準備。

事業の背景・目的

事業の内容

得られた成果
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